
研究事業の１年の流れ

厚生労働省の重点施策 科学技術政策、外部有識者のご意見等

公募課題の設定 ※9～10月
公募課題は、各研究事業の評価委員や外部有識者のご意見等を踏ま
え厚生科学審議会科学技術部会で審議し、決定されます。専門家のご
意見や行政需要を適切に反映することとしています。

※平成22年度予定　申請書の提出状況等により逐次変更される可能性があります。

研究報告書は、国立保健医療科学院のホームページで公開されます。

評価委員会を開催し、採択課題が決定されます。

厚生労働省のホームページ及びe-Rad（府省共通研究開発管理シス
テム）に掲載。（研究事業ごとに受け付け先が異なります。）

主任研究者宛に研究費を交付。

採択が決定した研究課題の主任研究者は、
補助金の交付申請書を提出。

申請者に、採択・不採択・交付基準額の通知と評価委員会のコメントを
郵送。

研究を実施

採択された主任研究者宛に推進事業の募集
　　研究の推進や研究成果の普及に利用

各研究年度の終了時に、研究報告書を提出。
同時に、実績報告書を提出。

健康危険情報を得た場合は、所管課に速やかに報告
必要に応じ行政施策とのリンケージ

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkyuujigyou/index.html

http://mhlw-grants.niph.go.jp/niph/search

http://www.e-rad.go.jp
e-Rad（府省共通研究開発管理システム）による公募
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研究課題の評価の仕組み
　厚生労働科学研究費補助金の審査は、「厚生労働省の科学研究開発評価に関する指針」に
基づき下図に示す流れに沿って行われます。提出された研究開発課題は、各研究事業の評価委
員会で専門家による専門的学術的観点と行政担当部局の行政的観点から評価されます。
　評価委員会名簿、採択課題や採択額等についても厚生労働省ホームページで示しています。

　研究の評価に当たっては、これまでの研究実績の少ない者（若手研究者等）についても、研究
内容や計画に重点を置いて的確に評価し、研究遂行能力を勘案した上で、研究開発の機会が与
えられるように配慮することを定めています。
　また、各府省や学会の定める倫理指針に適合しているか、又は倫理審査委員会の審査を受け
る予定であるかを確認する等により、研究の倫理性についても検討を行います。厚生労働省ホー
ムページにおいて、医学研究に係る厚生労働省の指針一覧を掲載していますので、適宜ご参照く
ださい。
　なお、研究成果の公表については、積極的にわかりやすく行い厚生労働科学研究の研究成果
の普及に努めています。

厚生労働科学研究費補助金の評価システム

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkyuujigyou/index.html

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/kousei/i-kenkyu/index.html

研究申請書
受　　　理
〈年1回〉

厚生労働省
各研究事業担当課等
（事務局）

評価者

申請書送付

〈評価委員会での書面評価〉
評価委員会において、研究
課題全体の評価を行う。
○研究課題ごとの評価点を
考慮しつつ、総合的に評
価を行う。

○採択課題及ぴ配分額の
決定。

１
年
２
年
３
年

※原則毎年実施

※一部の研究に
ついては追跡
評価を実施。

各評価者は各課題毎に5～10段階の評点で
評価。
〈評価基準〉
次に掲げる観点から評点を付ける。
1.専門的・学術的観点からの評価
　①研究の厚生労働科学分野における重要性
　②研究の厚生労働科学分野における発展性
　③研究の独創性・新規性
　④研究目標の実現性・効率性
　⑤研究者の資質、施設の能力
2.行政的観点からの評価
　①行政課題との関連性
　②行政的重要性
　③行政的緊急性
3.総合的に勘案すべき事項
　①研究の倫理性(倫理指針ヘの適合等)
　②エフォート等
　③研究実績の少ない者(若手等)への配慮
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委員会での
ヒアリング等

①外部評価
②研究分野の専門家・専
門家以外の有識者・厚
生労働省の関係部局
の職員により構成

③研究事業ごとに設置
④委員10～15名程度
⑤利害関係者の排除
⑥年齢・所属機関・性別
等に配慮

関係省庁との調整
不合理な重複の排除

厚生労働省HP
採択課題一覧掲載

報告書の掲載及び納本
○国立保健医療科学院HP
○厚生労働省図書館
○国立国会図書館

大規模な研究開発
課題等、必要に応じ
て、ヒアリングを実
施。総合評価に基づ
き課題の採択、配分
額の決定を行う。
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中間評価委員会

必要に応じて実施研究事業の評価委員会


